
等電位リング型

代表的な対局板と使用法

等電位リング型以外の
対極板の貼り付け部位

術野が
左上半身 → 左上腕
左下半身 → 左大腿
右上半身 → 右上腕
右下半身 → 右大腿

代表的な対極板を分類すると4種類がある。等電位リン
グ型であるネッシーオメガ対極板は、貼り付ける部位や向
きに制約がないため、貼付部位の組織抵抗を考慮する。

ネッシーオメガ以外の対極板は組織抵抗に加え、エッジ
効果による貼付方向に制約がある。これらの条件を満たす
貼付部位は、術野に近い上腕または大腿である。
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エッジ効果による対極板貼り付け向きの制約

エッジ効果による不測の熱傷発生を防ぐためには、電流の方向に接する対極板の辺
を適切な長さにし、かつその辺が電流の方向に向くよう対極板を貼り付ける必要があ
る（上図Ｃ）。
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∴ 電流の流れてくる方向に向け、対極板の長辺部を正確に貼り付けるには、ほぼ一
定の方向から電流が流れてくる部位が求められる。その部位としては、術野に近い
方の上腕や大腿である。

対極板に流れ込む電流は対極板全面へ
均一には流れず、電流の流れてくる方向
に近い縁（エッジ）により多く流れる
（エッジ効果）、したがってその部分は
他の部分より多く発熱し、温度上昇も大
きくなる(左図赤丸部)。

１面型対局板による熱傷発生例

・接触面積が小さくなった部位に熱傷が発生
・体毛により対局板が浮き、接触面積の小さい部分が生じた
・対局板剥がれ監視モニタは１面型対局板では機能しないので要注意
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VIO3とVIO300Dの対比
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VIO3とVIO300Dの対比



VIO3とVIO300Dの対比



VIO3 softCOAG Ver. 1.1.6 と Ver. 1.3.0 の対比
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VIO300DおよびVIO3のフロントパネル

VIO300D(ver：2.7.x) VIO3(ver：1.3.2)

endoCUT I 1.4 1.54

endoCUT Q 1.4 1.63

autoCUT 1.4 1.62

effect 1～4,  3.2 effect 0.1～4.9,  3.10

effect 5～6,  3.3 effect 5.0～7.9,  3.38

effect 7～8,  3.6 effect 8.0～10,  3.80

forcedCOAG 5 5.8

swiftCOAG 5.2 6.0

softCOAG 1.4 1.51

VIO300D vs VIO3 Crest factor comparison table

dryCUT

(例) VIO300Dの設定 FORCERD COAG , effect 2, 50wをVIO3に移した時の手順

①両装置のクレストファクターを確認。（VIO300D 5.0 / VIO3 5.8）
②VIO300Dのフロントパネル（上図a）からFORCED COAG effect 2, 50wのmaxVpを読

み取る。（1100Vp）
③ VIO300DのmaxVp=1100Vpとクレストファクター 5.0, から実効電圧Vrmsを算出する。

（1100Vp÷5.0＝220Vrms）
④220VrmsとVIO3のクレストファクター5.8からVIO3におけるVpを算出する。

（220Vrm x 5.8=1276Vp）
⑤VIO3のフロントパネル（上図c）からforcedCOAGで1276Vpに相当するeffectを探し

出す。丁度一致するeffectがなければ近似するVpのeffectを求める （上図c点線枠内
にmaxVpが表示される）。

＊1276Vpに合致するeffectがVIO3にないので近似値であるeffect 6.1（1200Vp,81w）
～6.6（1200Vp,86w） および6.7（1300Vp,87w）～7.2（1300Vp,92w）

が導き出した仮候補の設定となる。
⑥実症例での使い始めは、導き出した仮候補の中で最も低出力値であるeffect 6.1

（1200Vp,81w）からスタートする。
以後症例を重ねながら微調整を繰り返し自分に適合する設定を決める。

クレストファクターを参照してVIO300Dの設定をVIO3に
移す方法の具体的手順
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（資料提供：中繁忠夫先生）


